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は
じ
め
に

　

日
本
の
巡
礼
や
四
国
遍
路
そ
の
他
の
巡
礼
霊
場
に
つ
い
て
の
歴
史
的
、
宗
教
史
（
信
仰
史
）
的
研
究
は
、
近
年
も
盛
ん
で
あ
る

）
1
（

。
こ
う
し

た
巡
礼
と
巡
礼
霊
場
、
あ
る
い
は
そ
の
信
仰
習
俗
の
研
究
成
果
に
刺
激
さ
れ
て
、
筆
者
も
最
近
西
国
三
十
三
所
観
音
霊
場
の
第
三
十
一
番

札
所
、
長
命
寺
（
滋
賀
県
近
江
八
幡
市
）
か
ら
発
見
さ
れ
た
新
出
の
絵
画
史
料
「
長
命
寺
参
詣
曼
荼
羅
」
と
「
観
心
十
界
曼
荼
羅
」
、
お
よ
び

同
寺
の
本
願
穀
屋
寺
所
蔵
の
近
世
史
料
を
中
心
と
す
る
古
文
書
群
の
存
在
に
つ
い
て
、
今
後
の
問
題
点
と
一
、 

二
の
推
論
を
お
こ
な
っ
た
こ

と
が
あ
る

）
2
（

。
こ
う
し
た
諸
課
題
を
考
え
な
が
ら
、
西
国
三
十
三
所
観
音
札
所
寺
院
や
四
国
八
十
八
カ
所
札
所
の
遍
路
寺
院
、
あ
る
い
は
そ

の
他
の
諸
寺
院
に
お
い
て
、
一
定
の
周
期
や
定
ま
っ
た
月
日
に
営
ま
れ
る
仏
教
民
俗
行
事
や
仏
教
民
俗
法
会
（
講
）
な
ど
の
諸
儀
礼

）
3
（

と
、
そ

の
信
仰
習
俗
に
関
す
る
研
究
は
、
巡
礼
霊
場
や
そ
の
他
の
諸
寺
院
の
歴
史
的
・
信
仰
史
的
研
究
に
く
ら
べ
て
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
れ
を
巡
礼
者
の
視
点
か
ら
推
測
す
る
と
、
中
世
後
期
か
ら
近
世
期
に
お
い
て
、
多
く
の
巡
礼
者
は
霊
場
寺
院
の
本
尊
よ
り
も
、
巡
礼
者
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が
信
仰
対
象
と
す
る
観
音
堂
や
大
師
堂
に
赴
く
の
が
、
一
般
的
な
姿
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
巡
礼
者
を
迎
え
る
霊
山
・
霊

場
が
歴
史
的
に
古
く
、
そ
の
規
模
も
大
き
く
、
ま
た
対
象
と
す
る
工
程
も
長
い
。
こ
う
し
た
霊
場
寺
院
と
巡
礼
の
諸
条
件
が
、
大
き
く
規

定
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
巡
礼
者
一
般
の
様
相
と
は
別
に
、
地
域
の
巡
礼
霊
場
や
そ
の
他
の
諸
寺
院
で
営
ま
れ
る
仏
教
民
俗
行
事
（
仏
教
年

中
行
事
）
や
仏
教
法
会
（
講
）
な
ど
の
様
相
と
、
そ
の
行
事
・
法
会
に
対
す
る
地
域
民
衆
の
信
仰
的
関
心
は
、
ど
こ
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
問
題
は
民
衆
宗
教
史
・
庶
民
信
仰
史
研
究
を
検
討
す
る
格
好
の
素
材
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
本
論
で
は
、
浄
土
教
の
「
迎
講
」
（
法
会
）

伝
承
に
関
わ
る
問
題
に
注
目
し
、
と
く
に
丹
後
地
域
の
迎
講
伝
承
と
、
こ
の
迎
講
の
「
祖
型
」
の
宗
教
儀
礼
を
山
岳
霊
山
・
霊
場
に
求
め
て
、

若
干
分
析
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
　
　
　
一
　
丹
後
国
「
府
中
」
地
域
と
古
代
・
中
世
寺
院

　

現
京
都
府
の
北
方
に
位
置
す
る
丹
後
地
域
は
、
古
代
創
建
の
伝
承
を
も
つ
寺
院
が
多
い
。
そ
の
様
相
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
『
宮
津
市

史
』
「
通
史
編
上
巻

）
4
（

」
に
詳
し
い
論
考
が
あ
る
。
ま
た
同
地
域
の
代
表
的
な
山
岳
霊
場
寺
院
に
注
目
す
る
と
、
宮
津
市
の
北
方
、
標
高

五
六
九
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
成
相
山
（
も
と
は
世
埜
山
）
が
あ
り
、
そ
の
中
腹
に
現
真
言
宗
の
成
相
寺
が
位
置
し
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
東
方

に
位
置
す
る
青
葉
山
の
南
西
麓
に
は
、
松
尾
寺
（
現
舞
鶴
市
、
真
言
宗
醍
醐
派
）
が
あ
る
。
古
代
以
来
、
両
寺
は
山
岳
宗
教
の
修
験
道
修
行
が

実
践
さ
れ
た
山
岳
信
仰
の
霊
山
・
霊
場
で
、
平
安
後
期
こ
ろ
の
両
寺
は
、
い
ず
れ
も
「
西
国
」
の
つ
か
な
い
観
音
霊
場
の
山
岳
寺
院
で
あ
っ

た
）
5
（

。
前
天
台
座
主
行
尊
の
編
纂
さ
れ
た
「
前
大
僧
正
行
尊
三
十
三
所
巡
礼
手
中
記
」
（
『
寺
門
伝
記
補
録
』
第
九
所
収
）
や
、「
観
音
霊
所
三
十
三

所
巡
礼
記
」
（
『
寺
門
高
僧
記
』
四
所
収
）
の
史
料
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
観
音
札
所
寺
院
の
番
号
と
そ
の
開
創
者
な
ど
が
伝
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
で

知
ら
れ
る
。
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さ
ら
に
平
安
末
期
の
成
相
寺
が
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、
後
白
河
法
皇
撰
の
歌
謡
集
『
梁
塵
秘
抄

）
6
（

』
に
、
「
四
方
の
霊
験
所
」
の
一
寺
と

伝
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
「
（
上
略
）
四
方
の
霊
験
所
は
、
い
つ
の
は
し
り
ゐ
、
し
な
の
の
と
か
く
し
、
す
る
か
の
ふ
じ
や
ま
、

は
わ
き
の
大
山
、
丹
後
の
な
い
あ
ひ
と
か
や
、
と
さ
の
む
ろ
と
、
さ
ぬ
き
の
し
と
の
道
場
、
都
こ
そ
聞
け
…
…
」
と
見
え
て
い
る
。
十
二

世
紀
後
期
こ
ろ
の
成
相
寺
は
、
伊
豆
国
の
走
湯
山
や
信
濃
国
の
戸
隠
山
、
駿
河
国
の
富
士
山
、
伯
耆
国
の
大
山
、
土
佐
国
の
室
戸
、
そ
し

て
讃
岐
国
の
志
度
寺
と
同
じ
く
「
霊
験
所
」
と
称
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
成
相
寺
を
ふ
く
む
七
霊
場
は
、
こ
れ
ら
地
域
の
山
岳
信
仰
に
も
と

づ
く
修
験
道
の
霊
験
所
で
あ
り
、
さ
ら
に
真
言
宗
の
著
名
な
霊
場
寺
院
で
あ
る
讃
岐
国
の
志
度
寺
を
「
霊
験
所
」
に
加
え
ら
れ
て
い
た
。

七
霊
場
寺
院
が
、
当
時
、
都
に
住
む
人
た
ち
に
も
認
識
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。

　

そ
の
背
景
に
は
、
古
代
以
来
、
山
岳
を
修
行
の
「
場
」
と
し
て
、
苦
行
を
実
践
す
る
山
岳
修
行
者
、
す
な
わ
ち
修
験
・
山
伏
の
苦
行
・

修
行
的
性
格
を
も
っ
た
霊
山
（
霊
場
）
で
あ
っ
た
こ
と
が
特
徴
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
に
加
え
て
、
古
代
の
海
士
伝
承
と
『
志
度
寺
縁
起
』
で

知
ら
れ
た
讃
岐
国
の
志
度
寺
の
よ
う
に
、
真
言
宗
の
あ
ら
た
か
な
霊
験
を
も
つ
寺
院
を
も
包
括
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
「
霊
験
所
」
が
都

に
知
ら
れ
て
い
た
の
は
、
平
安
末
期
こ
ろ
に
、
諸
国
の
特
色
あ
る
山
岳
霊
山
や
真
言
宗
の
霊
場
寺
院
を
め
ぐ
っ
て
、
苦
行
の
修
行
を
実
践

す
る
修
験
・
山
伏
や
、
造
寺
・
造
塔
・
造
像
・
写
経
な
ど
の
勧
進
を
主
た
る
性
格
と
す
る
ヒ
ジ
リ
（
聖
）
宗
教
者
の
情
報
管
理
と
、
そ
の
伝

播
・
関
与
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う

）
7
（

。

　

そ
の
た
め
中
世
に
入
る
と
、
先
に
ふ
れ
た
丹
後
国
の
著
名
な
山
岳
霊
場
寺
院
（
観
音
霊
場
）
の
成
相
寺
や
松
尾
寺
の
う
ち
、
成
相
寺
は
同

国
一
宮
籠
神
社
や
、
景
勝
地
と
し
て
知
ら
れ
る
天
橋
立
な
ど
と
と
も
に
、
し
だ
い
に
聖
域
と
し
て
の
評
判
が
高
ま
る
の
で
あ
る
。
し
か
も

こ
の
時
代
、
霊
場
成
相
寺
の
特
徴
の
一
つ
は
、
都
に
住
む
貴
族
層
や
高
僧
な
ど
の
知
識
人
が
、
同
寺
に
巡
礼
・
参
詣
す
る
様
相
が
見
ら
れ
た
。

　

高
僧
の
成
相
寺
参
詣
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
『
宮
津
市
史
』
通
史
編
上
巻
に
は
、
本
願
寺
三
世
の
覚
如
（
一
二
七
〇
～

一
三
五
一
）
の
参
拝
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
観
応
二
年
（
一
三
五
一
）
こ
ろ
の
成
立
と
い
う
覚
如
の
一
代
記
で
、
絵
巻
物
の
『
慕
帰
絵
詞
』
第
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九
巻

）
8
（

に
よ
る
と
、
三
十
六
年
前
の
貞
和
四
年
（
一
三
一
五
）
四
月
の
は
じ
め
に
、
覚
如
は
天
橋
立
を
お
と
ず
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
丹
後
国
の

霊
験
所
で
あ
る
成
相
寺
を
参
拝
す
る
目
的
で
あ
っ
た
ら
し
い
（
『
慕
帰
絵
詞
』
）
。
す
な
わ
ち
覚
如
は
同
月
十
六
日
に
成
相
寺
に
参
詣
し
、
同
寺

に
宿
泊
し
て
い
る
こ
と
が
、
同
絵
巻
物
の
「
詞
書
」
に
、「
同
寺
（
成
相
寺
）
に
寄
宿
し
、
翌
日
下
山
の
途
中
に
天
橋
立
の
景
色
を
愛
で
た
」

と
あ
る
。
そ
し
て
成
相
寺
の
山
麓
に
位
置
す
る
「
大
谿
」
│
の
ち
の
大
谷
寺
（
現
真
言
宗
単
立
寺
院
）
│
が
「
こ
の
地
域
の
「
迎
講
」
の
寺
院

と
し
て
聞
こ
え
る
」
、
と
記
さ
れ
て
い
た
の
は
重
要
で
あ
る
。

　

の
ち
に
も
ふ
れ
る
が
、
丹
後
国
の
霊
山
・
霊
場
で
あ
っ
た
成
相
寺
や
、
文
化
的
景
観
を
有
す
る
天
橋
立
と
一
宮
籠
神
社
、
あ
る
い
は
浄

土
教
の
「
迎
講
」
伝
承
を
有
す
る
大
谷
寺
な
ど
が
位
置
す
る
「
府
中
」
地
域
は
、
古
代
以
来
、
丹
後
国
の
政
治
や
宗
教
の
中
心
的
地
域
で

あ
っ
た
こ
と
と
深
い
関
わ
り
が
あ
る
。
後
者
の
「
宗
教
」
に
つ
い
て
『
宮
津
市
史
』
通
史
編
に
よ
る
と
、
奈
良
時
代
に
置
か
れ
て
い
た
国

分
寺
（
現
国
指
定
史
跡
国
分
寺
跡
）
の
存
在
が
そ
れ
を
推
測
さ
せ
る
ほ
か
、
の
ち
に
廃
寺
と
な
っ
た
宝
林
寺
・
安
国
寺
・
慈
光
寺
な
ど
も
、
府

中
地
域
に
点
在
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
丹
後
国
の
府
中
地
域
と
は
、
院
政
期
か
ら
中
世
に
「
宗
教
都
市
と
も
い
え
る
景
観
を
呈
し
て
い

た
）
9
（

」
と
い
う
指
摘
は
、
容
認
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

い
ま
ひ
と
つ
の
問
題
を
提
示
す
る
の
は
、
府
中
の
大
乗
寺
や
普
甲
寺
の
諸
寺
院
が
同
地
域
に
散
在
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
先
の
『
宮

津
市
史
』
通
史
編
と
同
資
料
編
に
よ
る
と
、
前
者
の
大
乗
寺
は
、
貞
観
年
中
（
八
五
九
～
七
七
）
に
利
生
の
草
創
伝
承
を
も
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
と
と
も
に
大
乗
寺
が
丹
後
国
の
「
迎
講
の
発
祥
地
の
一
つ
」
と
い
わ
れ
る
の
は
注
意
し
た
い
。
後
者
の
普
甲
寺
も
、
現
在
は
そ
の
跡

を
と
ど
め
る
の
み

）
10
（

と
い
う
が
、
大
乗
寺
と
同
じ
く
迎
講
伝
承
を
早
く
か
ら
保
持
し
て
い
た
。
右
に
ふ
れ
た
現
在
の
大
谷
寺
を
ふ
く
め
て
、

い
ず
れ
の
諸
寺
院
も
こ
の
地
域
の
迎
講
伝
承
を
有
す
る
寺
院
群
を
構
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
迎
講
の
伝
承
が
府
中
地
域
に
多
く
分
布
す
る
の
は
、
当
域
が
「
仏
教
信
仰
の
深
さ
」
と
「
仏
教
文
化
の
発
展
を
物
語
る

）
11
（

」

と
い
わ
れ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
確
か
な
史
料
で
当
域
の
迎
講
の
様
相
を
裏
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
現
状
で
は
、
丹
後
国
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の
迎
講
の
成
立
時
期
と
そ
の
正
確
な
場
所
、
お
よ
び
そ
の
実
相
を
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
も
後
述
の
ご
と
く
、
迎
講
の
こ

れ
ま
で
の
研
究
史
に
よ
る
と
、
平
安
時
代
の
「
浄
土
教
」
（
浄
土
信
仰
）
と
の
関
わ
り
で
把
握
す
る
傾
向
が
つ
よ
い
。
そ
れ
は
平
安
貴
族
層
を

中
心
と
し
た
当
時
の
浄
土
教
受
容
者
の
問
題
を
検
討
す
る
と
き
は
、
有
効
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
迎
講
の
受
容
者
を
も
っ
と
広
い
地
域
に
求

め
て
、
丹
後
地
域
を
ふ
く
む
諸
地
域
の
民
衆
層
に
ま
で
迎
講
が
伝
播
・
浸
透
し
た
様
相
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
、

早
く
か
ら
浄
土
教
の
迎
講
に
先
行
す
る
「
祖
型
」
の
宗
教
儀
礼
が
、
北
陸
の
「
山
岳
信
仰
」
を
有
す
る
修
験
道
の
霊
山
・
霊
場
に
み
ら
れ

る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

）
12
（

の
は
、
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
後
者
の
「
山
岳
信
仰
」
と
む
す
ん
だ
霊
山
・
霊
場
の

修
験
道
儀
礼
に
、
浄
土
教
の
迎
講
の
「
祖
型
」
が
見
ら
れ
る
と
い
う
の
は
、
こ
の
迎
講
の
発
生
・
成
立
に
関
わ
る
重
要
な
問
題
と
し
て
、

大
い
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
後
述
）
。

　

こ
う
し
て
浄
土
教
の
迎
講
の
「
祖
型
」
の
問
題
や
、
迎
講
の
中
世
的
展
開
と
そ
の
信
仰
習
俗
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
な
ど
、
迎
講

に
は
い
く
つ
か
の
問
題
点
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
迎
講
が
実
際
に
お
こ
な
わ
れ
る
に
あ
た
り
、
そ
の
経
済
的
費
用
を
援
助
す
る
古
代
・

中
世
の
領
主
層
の
問
題
の
ほ
か
、
迎
講
の
勧
進
に
結
縁
す
る
人
々
の
問
題
な
ど
を
通
し
て
、
右
に
ふ
れ
た
迎
講
を
受
容
し
た
地
域
民
衆
の

精
神
生
活
（
宗
教
生
活
と
信
仰
な
ど
）
と
の
関
わ
り
を
、
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
ま
ず
浄
土
教
の
迎
講
の
「
祖
型
」
を

明
確
に
す
る
必
要
性
が
あ
る
。
あ
わ
せ
て
丹
後
地
域
を
ふ
く
む
諸
地
域
で
お
こ
な
わ
れ
た
迎
講
の
実
相
を
、
歴
史
的
・
信
迎
史
的
に
検
討
し
、

地
域
民
衆
の
精
神
生
活
に
と
っ
て
「
迎
講
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
」
を
問
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
も
、
丹
後
地
域
の
諸
寺

院
で
お
こ
な
わ
れ
た
浄
土
教
の
迎
講
の
実
相
と
、
そ
の
「
祖
型
」
の
宗
教
儀
礼
の
問
題
を
再
認
識
し
て
、
文
献
史
料
や
絵
画
史
料
と
仏
教

民
俗
伝
承
資
料
な
ど
の
調
査
・
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
次
章
以
下
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
迎
講
の
研
究
史
を
整
理
し
、
あ
わ
せ
て
丹
後
地
域
の
迎
講
伝
承
を
述
べ
、
さ
ら
に
浄
土
教
の
迎

講
の
「
祖
型
」
の
問
題
を
紹
介
し
て
、
若
干
の
検
討
を
お
こ
な
う
こ
と
に
し
た
い
。
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二
　
迎
講
の
研
究
史
と
丹
後
の
迎
講
伝
承

迎
講
の
研
究
史

　

こ
の
章
で
は
ま
ず
、
迎
講
の
研
究
史
を
簡
略
に
述
べ
て
お
き
た
い
。

　

迎
講
と
は
、
一
般
に
「
衆
生
を
極
楽
に
導
く
阿
弥
陀
二
十
五
菩
薩
の
来
迎
・
引
接
を
お
こ
な
う
た
め
の
儀
式
（
法
会

）
13
（

）
」
と
概
念
規
定
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
は
「
往
生
講
」
と
も
い
わ
れ
、
仏
教
的
に
は
「
来
迎
会
」
で
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
さ
ら
に
二
十
五
菩
薩
の
来
迎
・

引
接
を
演
じ
る
法
会
（
儀
式
）
は
、
「
練
供
養
」
と
も
、
「
お
練
り
」
と
も
い
わ
れ
、
こ
の
仏
教
民
俗
的
法
会
（
儀
礼
）
は
二
十
数
年
前
ま
で
、

奈
良
県
の
当
麻
寺
や
矢
田
寺
、
京
都
市
泉
涌
寺
、
大
阪
市
平
野
の
大
念
仏
寺
（
融
通
念
仏
宗
の
本
山
）
を
ふ
く
む
全
国
的
な
十
数
カ
寺
以
上
で

お
こ
な
わ
れ
て
い
た

）
14
（

。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
迎
講
研
究
に
注
目
す
る
と
、
す
で
に
早
く
か
ら
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
研
究
史
に
つ
い
て
も
、
一
九
八
七
年
こ

ろ
に
刊
行
さ
れ
た
『
阿
弥
陀
信
仰

）
15
（

』
の
監
修
者
、
伊
藤
唯
真
氏
の
「
第
四
扁　

阿
弥
陀
信
仰
の
研
究
成
果
と
課
題
」
が
、
当
時
の
研
究
成

果
を
整
理
し
て
い
る
。
さ
ら
に
近
年
は
、
龍
谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
開
催
さ
れ
た
特
別
展
示
、「
極
楽
の
い
ざ
な
い
―
練
り
供
養
を
め
ぐ
る
美
述

）
16
（

―
」

も
参
考
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ま
ず
伊
藤
唯
真
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
阿
弥
陀
信
仰
を
人
び
と
が
支
え
て
い
た
の
は
、
「
迎
接
・
往
生
・
本
願
帰
信
・
滅
罪
・
追
善
」
の

五
点
で
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
も
「
迎
接
・
往
生
・
本
願
帰
信
」
の
三
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
主
に
「
浄
土
教
史
あ
る
い
は
思
想
研
究
」
で

取
り
上
げ
ら
れ
、
残
り
の
「
滅
罪
と
追
善
」
が
「
民
俗
的
視
角
で
阿
弥
陀
信
仰
」
を
研
究
し
て
き
た
論
考
が
多
い
と
さ
れ
る
。
そ
う
す
る

と
迎
講
の
宗
教
的
（
信
仰
的
）
性
格
は
「
滅
罪
と
追
善
」
に
あ
り
、
同
儀
礼
の
本
質
究
明
に
「
民
俗
的
な
も
の
と
い
う
事
例
も
多
い

）
17
（

」
と
い

わ
れ
る
の
は
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
迎
講
研
究
が
「
阿
弥
陀
信
仰
と
民
俗
的
世
界
」
を
と
り
こ
む
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
く
に
平
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安
期
以
降
の
地
域
民
衆
に
と
っ
て
、「
迎
講
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
」
と
い
う
課
題
を
問
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
。

そ
の
た
め
伊
藤
氏
の
右
の
指
摘
は
、
丹
後
の
迎
講
を
ふ
く
む
諸
地
域
で
実
施
さ
れ
た
伝
承
を
、
日
本
仏
教
民
俗
学
（
修
験
道
史
）
研
究
の
一

課
題
と
し
て
把
握
し
た
い
と
考
え
る
筆
者
に
と
つ
て
は
、
納
得
の
で
き
る
指
摘
で
あ
る
。

丹
後
の
迎
講
成
立
伝
承
と
「
寛
印
」

　

そ
こ
で
次
に
、
但
後
国
の
迎
講
に
関
わ
る
伝
承
を
み
て
い
こ
う
。
こ
れ
ま
で
丹
後
の
迎
講
成
立
伝
承
は
、
前
掲
『
宮
津
市
史
』
「
通
史
編

上
巻
」
に
、
「
寛
印
の
迎
講
」
の
小
見
出
し
で
簡
潔
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
そ
の
論
拠
を
裏
づ
け
る
寛
印
の
浄
土
教
の
迎
講
伝
承
と

史
資
料
も
、
「
同
史
料
編
」
第
一
巻
に
収
録
さ
れ
て
お
り
参
考
に
な
る
が
、
そ
の
確
か
な
史
料
は
存
在
し
て
い
な
い
。
し
か
も
同
『
市
史
』

通
史
編
は
、
摂
関
時
代
が
「
浄
土
教
の
隆
盛
を
み
た
時
代
」
と
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
迎
講
の
問
題
を
平
安
時
代
の
浄
土
教
（
浄
土
信
仰
）
に

限
定
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
浄
土
教
の
迎
講
の
受
容
者
も
、
当
時
の
貴
族
層
中
心
の
迎
講
を
論
じ
る
と
き
は
有
効
で
あ
る
。
し
か
し
迎

講
の
宗
教
儀
礼
を
当
時
、
一
般
の
人
々
の
仏
教
（
宗
教
）
民
俗
信
仰
（
史
）
と
し
て
把
握
す
る
と
き
は
、
不
十
分
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
先
に

ふ
れ
た
山
岳
宗
教
史
・
修
験
道
史
研
究
の
立
場
か
ら
、
浄
土
教
の
迎
講
の
「
祖
型
」
と
考
え
ら
れ
る
宗
教
儀
礼
と
そ
の
信
仰
習
俗
が
、
「
山

岳
信
仰
」
を
基
盤
に
成
立
し
た
北
陸
の
霊
山
・
霊
場
で
あ
る
白は

く

山さ
ん

と
立
山
な
ど
に
見
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
い
ず
れ
も
が
橋

を
媒
介
と
し
て
、
「
彼
岸
の
浄
土
と
娑
婆
を
此
岸
」
と
し
、
そ
の
間
に
掛
か
っ
て
い
る
橋
を
信
者
（
入
行
者
）
が
渡
る
「
往
生
儀
礼
」
が
お

こ
な
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
宗
教
儀
礼
を
「
白し

ら

山や
ま

行
事
」
と
い
う
が
、
こ
の
「
白
山
行
事
」
は
白
山
修
験
に
よ
っ
て
立
山
と
と
も
に
、
奥
三

河
の
山
村
集
落
に
も
移
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
一
連
の
「
花
祭
」
行
事

）
18
（

か
ら
詳
細
に
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
（
後
述
）
。
こ
の
ほ
か
、
近

年
の
迎
講
研
究
で
指
摘
さ
れ
る
「
被
り
仏
」
の
宗
教
儀
礼
も
あ
る
。
そ
れ
は
「
像
内
に
人
が
は
い
っ
て
歩
く
阿
弥
陀
像

）
19
（

」
の
問
題
で
あ
る
が
、

二
十
五
菩
薩
練
供
養
と
い
う
法
会
（
儀
礼
）
の
様
相
を
検
討
す
る
と
き
は
、
重
要
な
問
題
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ひ
る
が
え
っ
て
丹
後
の
迎
講
成
立
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
先
の
『
宮
津
市
史
』
「
通
史
編
上
巻
」
に
、
「
摂
関
時
代
が
浄
土
教
の
隆
盛
を
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み
た
時
代
」
と
理
解
し
て
、
当
時
の
丹
後
に
も
「
浄
土
教
の
強
い
影
響
が
及
ん
で
い
た
」
と
い
う
理
解
で
あ
る
。
そ
れ
が
「
僧
寛
印
に
よ

る
迎
講
の
創
始
」
と
い
う
見
解
で
あ
る
が
、
こ
の
寛
印
に
つ
い
て
は
、
高
橋
秀
榮
氏
も
仏
教
学
研
究
の
立
場
か
ら
、
こ
の
宗
教
者
の
「
行

状
と
信
仰
」
を
仏
教
文
献
な
ど
か
ら
論
じ
て
い
る

）
20
（

。
こ
れ
ら
の
研
究
を
参
考
に
す
る
と
、
寛
印
は
、
諸
氏
の
系
図
を
集
成
・
編
集
し
た
『
尊

卑
分
脈

）
21
（

』
第
四
扁
の
記
録
に
よ
っ
て
、
「
内
匠
允
紀
忠
方
」
の
子
で
あ
る
こ
と
、
し
か
も
そ
こ
に
は
寛
印
が
「
天
台
の
碩
学
、
恵
心
僧
都
弟

子
、
内
供
奉
、
丹
後
先
徳
と
号
す
」
な
ど
と
記
さ
れ
て
お
り
、
寛
印
は
当
時
の
高
僧
や
知
識
人
な
ど
に
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

そ
の
背
景
に
寛
印
は
延
暦
寺
に
登
り
、
慈
恵
大
師
良
源
に
師
事
し
、
つ
い
で
恵
心
僧
都
源
信
（
九
四
二
―
一
〇
一
七
）
の
指
導
を
得
た
こ
と

が
大
き
い
。
し
か
も
源
信
に
つ
い
て
は
、
『
中
右
記

）
22
（

』
承
徳
二
年
（
一
〇
九
八
）
年
五
月
一
日
条
に
、
「
（
上
略
）
令
参
雲
林
院
菩
提
講
給
」
と

あ
り
、
京
都
の
雲
林
院
に
お
い
て
菩
提
講
を
お
こ
な
っ
た
と
あ
る
。
さ
ら
に
源
信
が
菩
提
講
を
始
め
た
と
い
う
伝
承
は
、
当
時
、
多
く
の

人
び
と
に
信
じ
ら
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
ほ
か
浄
土
教
の
迎
講
に
つ
い
て
は
、
『
栄
花
物
語
』
（
「
う
た
が
ひ
の
巻
」
）
や
『
後
拾
遺

往
生
伝

）
23
（

』
の
文
学
作
品
や
往
生
伝
な
ど
に
も
、
諸
国
に
迎
講
の
伝
承
が
見
ら
れ
る
の
で
、
平
安
後
期
こ
ろ
か
ら
鎌
倉
期
に
は
、
迎
講
が
す

で
に
諸
地
域
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
も
う
い
ち
ど
寛
印
の
伝
承
に
も
ど
る
と
、
寛
印
は
「
招
待
内
供
奉
」
（
『
本
朝
高
僧
伝
』
一
〇
「
江
州
叡
山
沙
門
寛
印
伝
」
）
と
あ
り
、

『
天
台
法
華
宗
相
承
血
脈
図

）
24
（

』
に
も
、
寛
印
が
「
供
奉
十
禅
師
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
た
。
こ
れ
は
先
の
『
尊
卑
分
脈
』
に
も
説
明

が
あ
っ
た
よ
う
に
、
寛
印
は
宮
中
に
お
い
て
、
天
皇
の
病
を
祈
祷
す
る
「
内
供
奉
十
禅
師
」
の
一
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
寛
印

が
丹
後
国
で
は
じ
め
て
迎
講
を
お
こ
な
っ
た
と
い
う
伝
承
は
、
『
古
事
談

）
25
（

』
第
三
に
「
源
信
迎
講
ヲ
始
ム
ル
事
」
と
し
て
、
「
寛
印
供
奉
ソ

レ
ヲ
見
て
、
智
発
シ
テ
、
迎
講
ヲ
ハ
始
初
行
云
々
」
と
あ
る
。
ま
た
『
述
懐
抄

）
26
（

』
に
も
、
「
サ
テ
寛
印
供
奉
ハ
衆
生
利
益
ノ
為
メ
ニ
、
来
迎

ノ
儀
ヲ
丹
後
国
府
天
ノ
橋
立
ニ
移
シ
テ
、
三
月
十
五
日
是
ヲ
行
ウ
、
」
と
見
え
て
い
る
。
こ
こ
に
は
浄
土
教
の
迎
講
の
お
こ
な
わ
れ
た
場
所

が
「
天
橋
立
ニ
移
シ
テ
」
と
記
す
の
み
で
、
そ
の
た
し
か
な
場
所
は
不
詳
で
あ
る
。
し
か
も
「
衆
生
利
益
」
と
い
う
宗
教
的
目
的
、
お
よ
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び
迎
講
が
お
こ
な
わ
れ
た
「
月
日
」
が
伝
え
ら
れ
る
の
み
で
あ
り
、
そ
の
詳
細
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
あ
く
ま
で
こ
の
説
話
集
に
は
、
寛

印
が
丹
後
の
寺
院
で
迎
講
を
お
こ
な
っ
た
可
能
性
を
想
定
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
そ
の
た
め
寛
印
が
お
こ
な
っ
た
と
伝
え
る
迎
講
の
場
所

と
、
そ
の
内
容
が
問
題
で
あ
る
。
先
の
『
宮
津
市
史
』「
通
史
編
上
巻
」
は
、寛
印
が
丹
後
地
域
で
お
こ
な
っ
た
舞
台
を
既
述
の
普
甲
寺
で
あ
っ

た
こ
と
が
、
「
東
大
寺
雑
集
録
」
（
『
東
大
寺
叢
書
』
二
所
収
）
か
ら
確
認
で
き
る
と
い
う
。
そ
れ
は
寛
印
が
「
独
自
の
伝
統
を
背
景
に
」
し
て
、

普
光
寺
で
迎
講
を
お
こ
な
っ
た
可
能
性
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
う
す
る
と
丹
後
地
域
で
は
、
す
で
に
寛
印
が
「
天
ノ
橋
立
」
周
辺
で
迎
講
を
お
こ
な
っ
た
伝
承
と
と
も
に
、
普
甲
寺
か
大
乗
寺
、
あ

る
い
は
成
相
寺
の
山
麓
に
位
置
す
る
大
谷
寺
な
ど
で
も
迎
講
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
こ
の
問
題
は
、
さ
ら

に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
三
、
迎
講
の
「
祖
型
」
の
宗
教
儀
礼

　
『
往
生
要
集
』
の
著
者
、
恵
心
僧
都
源
信
が
は
じ
め
た
と
い
う
浄
土
教
の
迎
講
に
対
し
て
、
こ
の
迎
講
に
先
行
す
る
「
祖
型
」
の
宗
教
儀

礼
が
、
北
陸
の
修
験
道
の
霊
山
・
霊
場
で
あ
る
白は

く

山さ
ん

と
立
山
の
ほ
か
、
奥
三
河
の
山
村
集
落
で
お
こ
な
わ
れ
た
「
花
祭
」
行
事
な
ど
に
見

ら
れ
た
こ
と
は
、
す
で
に
五
来
重
氏
の
指
摘
が
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
の
で
あ
る

）
27
（

。
そ
れ
は
迎
講
の
発
生
と
内
容
、
歴
史
的
推
移
と
信
仰

習
俗
な
ど
を
考
え
る
う
え
で
、
大
い
に
注
目
さ
れ
る
。
五
来
氏
は
修
験
道
史
研
究
と
庶
民
信
仰
史
研
究
の
立
場
か
ら
、
「
浄
土
教
の
経
典
に

説
か
れ
な
い
日
本
人
独
特
の
地
獄
と
極
楽
の
信
仰
や
実
践
が
あ
っ
た

）
28
（

」
こ
と
を
、
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。
そ
の
論
の
基
底
に
は
、
山
中
や

山
麓
に
風
葬
し
、
海
に
死
者
を
水
葬
し
た
古
代
以
来
の
日
本
人
の
葬
送
・
葬
墓
習
俗
を
ふ
ま
え
て
、
死
者
供
養
や
納
骨
供
養
が
お
こ
な
わ

れ
た
霊
山
・
霊
場
の
成
立
、
あ
る
い
は
「
山
岳
信
仰
」
の
成
立
・
展
開
の
問
題
、
さ
ら
に
は
中
世
以
降
、
地
域
社
会
の
村
落
の
仏
教
（
宗
教
）

民
俗
行
事
な
ど
を
調
査
さ
れ
た
史
資
料
の
分
析
・
検
討
か
ら
導
か
れ
た
も
の
で
あ
る

）
29
（

。
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前
者
の
場
合
、
死
者
の
霊
魂
は
子
孫
の
丁
重
な
供
養
に
よ
っ
て
清
め
ら
れ
、
高
め
ら
れ
た
死
者
霊
は
、
し
だ
い
に
高
い
と
こ
ろ
の
「
他

界
」
、
す
な
わ
ち
死
者
霊
の
往
く
世
界
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
れ
が
「
山
中
他
界
」
に
と
ど
ま
る
信
仰
習
俗
で
あ
る
。
そ
の
一
例
で
あ
る
北
陸

の
立
山
が
、
こ
の
死
者
信
仰
（
地
獄
信
仰
）
か
ら
出
発
し
た
こ
と
は
、
『
今
昔
物
語
集
』
や
『
本
朝
法
華
験
記
』
な
ど
の
古
典
史
料
や
仏
教
伝

承
資
料

）
30
（

な
ど
に
記
さ
れ
て
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
今
日
も
、
死
者
の
納
骨
や
納
髪
お
よ
び
忌き

明
け
詣
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
る
山

岳
霊
場
は
、
北
陸
の
白
山
や
立
山
の
ほ
か
、
畿
内
の
事
例
を
と
り
あ
げ
て
も
よ
く
わ
か
る
。
た
と
え
ば
紀
伊
熊
野
の
那
智
の
妙
法
山
阿
弥

陀
寺
や
、
伊
勢
朝
熊
山
の
金
剛
証
寺
そ
の
他
の
諸
霊
場
で
は
、
四
十
九
日
忌
が
す
む
と
、
そ
の
死
者
霊
を
山
岳
霊
場
に
お
く
る
霊
場
詣
（
忌

明
け
詣
）
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る

）
31
（

。
こ
の
葬
墓
習
俗
や
庶
民
信
仰
は
、
古
代
か
ら
継
続
さ
れ
た
日
本
人
一
般
の
仏
教
民
俗
信
仰
で
あ
る
こ
と

に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
う
し
た
葬
墓
習
俗
と
庶
民
信
仰
（
民
俗
信
仰
）
を
基
盤
と
し
て
「
山
中
他
界
観
念
」
が
成
立
す
る
が
、
こ
の
山
中
他
界
観
の
成
立
と
と

も
に
「
山
岳
信
仰
」
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
「
山
岳
信
仰
」
に
よ
っ
て
、
古
代
・
中
世
に
は
中
央
の
大
霊
場
で
あ
っ
た
紀
伊

国
の
吉
野
大
峯
山
や
熊
野
三
山

）
32
（

の
み
な
ら
ず
、
本
節
で
と
り
あ
げ
る
北
陸
の
霊
山
で
あ
る
白
山
と
立
山
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
「
白
山
行
事
」

と
「
布
橋
大
灌
頂
」
儀
礼
が
成
立
・
展
開
し
て
い
た
。
そ
れ
は
浄
土
教
の
迎
講
の
発
生
基
盤
に
「
山
岳
信
仰
」
が
あ
り
、
そ
の
の
ち
「
浄

土
教
が
加
わ
っ
た
こ
と
を
し
め
す

）
33
（

」
と
結
論
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
こ
の
推
論
に
つ
い
て
、
諸
史
料
と
仏
教
民
俗
資
料
か
ら
検
討
す

る
こ
と
に
し
た
い
。

　

ま
ず
、
「
白し

ら

山や
ま

行
事
」
と
「
布
橋
大
灌
頂
」
と
い
う
宗
教
儀
礼
と
は
何
か
と
い
う
と
、
い
ず
れ
も
「
山
麓
の
川
を
境
と
し
て
山
を
彼
岸
の

浄
土
と
し
、
此
岸
を
娑
婆
と
し
て
、
そ
の
間
の
橋
を
わ
た
っ
て
往
生
儀
礼
を
お
こ
な
っ
た
」
と
い
う
実
相
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ

た
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
も
五
来
氏
は
こ
の
二
大
霊
場
で
お
こ
な
わ
れ
た
白
山
行
事
と
布
橋
大
灌
頂
儀
礼
が
、
本
来
、
白
山
の
「
白
山
行

事
」
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
も
の
が
、
そ
の
後
、
立
山
や
奥
三
河
（
現
愛
知
県
）
の
山
村
集
落
の
修
験
道
芸
能
と
し
て
知
ら
れ
る
「
花
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祭
行
事
」
に
移
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
宗
教
的
目
的
は
「
擬
死
再
生
義
礼
」
（
生
ま
れ
変
わ
り
の
信
仰
）
の
宗
教
儀
礼
で
あ
っ
た

）
34
（

こ
と
、

な
ど
が
指
摘
さ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
も
と
白
山
の
修
験
道
儀
礼
（
宗
教
儀
礼
）
で
あ
っ
た
「
白
山
行
事
」
が
、
そ
の
後
に
立
山
や
奥
三

河
の
山
村
集
落
で
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
「
白
山
行
事
」
に
参
加
す
る
信
仰
者
―
「
花
祭
」
行
事
に
参
加
す
る
近
世
末
期
ま
で
の
一

般
民
衆
」
―
の
関
心
事
も
、
「
擬
死
再
生
儀
礼
」
に
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る

）
35
（

。
そ
れ
は
早
川
孝
太
郎
氏
が
労
苦
さ
れ
た
膨
大
な
調
査
研
究
で

明
ら
か
に
な
っ
た
、
奥
三
河
の
「
花
祭
」
行
事
を
検
討
す
れ
ば
理
解
さ
れ
る
、
そ
こ
で
こ
の
花
祭
」
行
事
に
ふ
れ
て
み
よ
う
。

「
花
祭
」
に
お
け
る
「
白
山
行
事
」

　

早
川
孝
太
郎
氏
の
調
査
研
究
に
よ
れ
ば
、
奥
三
河
の
「
花
祭
」
行
事
に
は
、
幕
末
の
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
ま
で
「
白
山
行
事
」
（
「
浄

土
入
り
」
）
が
「
花
祭
祭
文
」
と
し
て
の
こ
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
い
う
「
白
山
行
事
」
と
は
、
既
述
し
た
ご
と
く
彼
岸
に
お
い
て
、
白
山

ま
で
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
び
と
の
た
め
に
、
「
村
々
の
神
楽
に
添
え
て
念
仏
と
浄
土
入
り
の
実
修
を
さ
せ
た

）
36
（

」
と
推
定
さ
れ
る
内
容
で

あ
る
。
こ
れ
は
花
祭
神
楽
が
中
世
に
は
山
伏
神
楽
で
あ
っ
た
と
と
も
に
、
白
山
山
伏
が
こ
の
山
伏
神
楽
を
主
催
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る

）
37
（

の
は
、
卓
見
で
あ
る
。
そ
し
て
「
七
年
目
ご
と
の
大
神
楽
の
白
山
行
事
」
に
「
浄
土
入
り
」
が
お
こ
な
わ
れ
た
が
、
こ
の
行
事
の
「
功
徳

と
由
来
」
を
説
く
の
が
、
「
唱
導
の
祭
文
＝
「
花
の
ほ
ん
げ
ん
（
本
地
）
で
あ
っ
た

）
38
（

」
と
指
摘
さ
れ
る
の
は
、
納
得
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

次
に
「
白
山
行
事
」
（
「
浄
土
入
り
」
）
の
「
仮
屋
」
と
信
仰
者
の
「
願
い
」
に
つ
い
て
、
早
川
氏
の
『
花
祭
』
か
ら
、
そ
の
箇
所
を
引
用
す

る
と
、こ

の
時
浄
土
入
り
の
者
は
、
男
女
と
も
白
装
束
で
、
以
上
の
品
々
（
扇
子
笠
、
神
か
づ
ら
、
小
木
笠
、
杖
）
を
神
座
か
ら
渡
さ
れ
、
身
に

つ
け
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
禰
宜
（
も
と
は
山
伏
）
の
先
達
で
舞
戸
（
舞
庭
）
を
巡
り
、
松
火
を
先
立
て
、
橋
掛
り
か
ら
白し

ら

山や
ま

に
渡

る
の
で
あ
る
。

と
あ
る
。
こ
れ
を
整
理
す
る
と
、
次
の
三
点
に
要
約
さ
れ
よ
う
。
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一
、
柴
や
松
葉
で
白
山
を
か
た
ど
っ
た
「
仮
屋
」
を
つ
く
り
（
写
真
資
料
1
）
、
こ
の
仮
屋
に

橋
を
掛
け
る
施
設
を
も
う
け
て
い
た
こ
と
。

二
、
こ
の
仮
屋
に
つ
く
ら
れ
た
白
山
に
入
る
還
暦
の
老
人
た
ち
は
、
花
笠
を
か
む
り
、
杖
を

つ
い
て
橋
（
「
経
文
の
橋
」
と
い
う
）
を
渡
っ
て
白
山
に
入
る
。
こ
れ
が
「
浄
土
入
り
」
の

意
味
で
あ
る
。

三
、
男
女
と
も
白
装
束
で
あ
っ
た
。

な
ど
で
あ
る

）
38
（

。

　

こ
の
う
ち
三
の
白
装
束
と
い
う
の
は
、
死
装
束
を
指
す
。
こ
れ
は
「
仮
屋
」
の
「
白し

ら

山や
ま

」
に

入
っ
た
入
行
者
（
信
仰
者
）
が
、
い
っ
た
ん
死
ん
だ
こ
と
に
し
な
け
れ
ば
「
浄
土
」
に
入
れ
な
か
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
い
っ
た
ん
死
ぬ
こ
と
に
よ
っ
て
「
す
べ
て
の
罪
穢
や
病
気
災
難
を
ほ
ろ
ぼ
」
し
、
や
が
て
「
清
ら
か
で
健
康
な

生
命
と
し
て
再
生
し
ょ
う
と
す
る

）
39
（

」
宗
教
的
意
味
で
あ
る
。
こ
の
と
き
の
白
山
の
内
部
構
造
と
は
、
「
一
種
黄
泉
の
世
界
」
を
想
定
さ
れ
て

い
た
と
い
う

）
40
（

の
は
、
大
変
興
味
深
い
。
と
い
う
の
は
、
花
祭
に
参
加
す
る
入
行
者
＝
信
迎
者
に
と
っ
て
は
、
「
現
当
二
世
」
の
修
験
道
的
庶

民
信
仰
、
す
な
わ
ち
自
己
の
犯
し
た
罪
穢
を
滅
罪
し
て
、
現
世
で
は
長
生
き
が
で
き
る
と
と
も
に
、
死
後
（
来
世
）
は
後
生
が
よ
く
な
る
こ

と
を
願
う
真
意
か
ら
で
あ
っ
た

）
41
（

。
こ
れ
ら
の
問
題
を
、
も
う
す
こ
し
述
べ
て
み
よ
う
。

白
山
の
「
白
山
行
事
」
（
浄
土
入
り
）

　

わ
が
国
で
は
「
山
岳
宗
教
者
が
浄
土
教
の
繁
昌
す
る
素
地
を
用
意
し
て
い
た
」
と
、
五
来
重
氏
が
主
張
さ
れ
る
の
は

）
42
（

、
十
分
注
意
し
て

よ
い
。
そ
の
一
例
は
、
諸
国
の
山
岳
霊
山
・
霊
場
を
登
山
す
る
人
び
と
の
掛
声
に
、
「
山
念
仏
」
を
唱
え
る
修
験
道
念
仏
信
仰
が
み
ら
れ
た

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
信
仰
習
俗
は
、
歴
史
的
に
も
た
い
へ
ん
古
い
紀
北
の
大
霊
場
＝
高
野
山
を
参
詣
す
る
と
き
、
「
高
野
山
の
ぼ
り
」
の
歌

（写真資料 1）　
花祭白

しら

山
やま

の復元図（『早川孝太郎全集』2）
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念
仏
（
六
歳
念
仏
）
が
歌
わ
れ
た
。
す
な
わ
ち

　

い
ざ
や　

高
野
へ
の
ぼ
れ
よ

　

か
る
く
の
ぼ
れ
よ　

不
動
坂
の
道
を
も

　

九
品
の
浄
土
へ　

ま
い
る
身
な
れ
ば

　

ナ
ム
ア
ミ
ダ
ン
ボ　

ナ
ム
ア
イ
ダ
ン
ボ

　

ナ
ム
ア
イ
ダ
ン
ブ
ツ

と
歌
わ
れ
て
い
た
と
あ
る

）
43
（

。
も
ち
ろ
ん
こ
の
歌
念
仏
と
お
な
じ
宗
教
的
意
味
を
も
つ
「
山
念
仏
」
（
歌
念
仏
）
は
、
吉
野
の
大
峯
山
や
伯
耆

大
山
で
も
お
こ
な
わ
れ
た
と
い
う
か
ら
、
白
山
・
立
山
で
も
登
山
す
る
と
き
に
、
「
山
念
仏
」
（
歌
念
仏
）
が
歌
わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

白
山
の
「
荘
厳
講
」

　

こ
の
歌
念
仏
と
か
か
わ
り
の
あ
る
「
念
仏
行
事
」
が
、
白は

く

山さ
ん

で
い
と
な
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
、
「
荘
厳
講
」
と
い
う
修
験
道
的
念
仏
講
組

織
の
存
在
で
あ
る
。
す
で
に
平
安
初
期
頃
に
ひ
ら
か
れ
て
い
た
白
山
の
加
賀
・
美
濃
の
両
馬
場
（
登
拝
口
で
も
あ
る
）
で
は
、
毎
月
、
僧
と

白
山
修
験
に
よ
っ
て
「
荘
厳
講
」
が
実
施
さ
れ
て
い
た
（
『
白
山
宮
荘
厳
講
中
記
録
』
な
ど
）
。
こ
の
修
験
道
的
念
仏
講
組
織
で
あ
る
白
山
の
「
荘

厳
講
」
に
つ
い
て
は
、
私
も
以
前
に
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る

）
44
（

。
し
か
も
こ
の
「
荘
厳
講
」
が
重
要
で
あ
る
の
は
、
そ
の
実
相
が
平
安
貴
族

の
お
こ
な
っ
て
い
た
「
勧
学
会
（
勧
学
講
）
や
六
波
羅
蜜
寺
供
花
会
」
、
あ
る
い
は
「
二
十
五
三
昧
講
」
な
ど
と
お
な
じ
く
、
「
法
華
経
と
念

仏
を
併
修
す
る

）
45
（

」
修
験
道
的
念
仏
行
事
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
歴
史
的
・
宗
教
的
事
実
か
ら
、
五
来
氏
は
近
世
に
な
る
と
「
荘
厳
講
の
彼
岸
会
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
」
と
し
て
、
一
般
庶
民
層
の

ほ
か
、
近
世
以
前
ま
で
立
山
登
山
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
女
性
の
参
加
を
求
め
た
の
が
、
「
白
山
行
事
」
」
で
あ
っ
た
と
い
う

）
46
（

。
し
た
が
っ
て

白
山
を
「
し
ら
や
ま
」
と
呼
ぶ
の
は
「
平
安
時
代
の
呼
び
方
」
で
あ
り

）
47
（

、
白
山
修
験
道
の
「
荘
厳
講
」
行
事
が
大
変
古
い
こ
と
に
注
意
し
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な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
こ
で
古
代
以
来
、
「
白
山
行
事
」
が
お
こ
な
わ
れ
た
場
所
は
ど
こ
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
ま
れ
る
が
、
そ
れ
を
史
料
的
に
指

摘
す
る
の
は
大
変
困
難
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
先
に
ふ
れ
た
加
賀
馬
場
の
笥
笠
に
あ
っ
た
「
中
宮
寺
の
一
橋
」
と
、
も

う
ひ
と
つ
の
美
濃
馬
場
の
場
合
は
、「
石
徹
白
中
宮
神
社
の
布
橋
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
て
い
る

）
48
（

。
前
者
の
「
荒
御
前
中
宮
の
一
橋
」

に
つ
い
て
は
、
長
寛
元
年
（
一
一
六
三
）
の
成
立
と
さ
れ
る
『
白は

く

山さ
ん

記き

』
（
『
白
山
比
咩
神
社
文
献
集
』
所
収
）
に
、

　

荒
御
前
中
宮
下
有
橋
、
名
一
橋
、
不
立
候
、
其
岸
高
未
計
何
十
丈
渡
之
無
余
念
、
敢
不
横
目
、
偏
念
権
現
渡
之

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
史
料
に
よ
っ
て
、平
安
後
期
以
前
か
ら
「
中
宮
の
一
橋
」

を
渡
る
「
白し

ら

山や
ま

行
事
」
が
実
践
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
も
ち
ろ
ん
今

日
は
、
こ
の
橋
の
存
在
と
民
俗
伝
承
な
ど
も
見
当
た
ら
な
い
の
で
、
右
の
推
定

に
賛
成
し
た
い
。

　

と
も
あ
れ
「
中
宮
の
一
橋
」
は
、『
白
山
記
』
に
よ
っ
て
、
中
宮
寺
の
主
な
建

物
で
あ
っ
た
「
神
殿
」（
白
山
中
宮
）
と
、拝
殿
の
次
に
見
え
る
「
彼
岸
所
」
で
あ
っ

た
と
推
測
さ
れ
る
の
は
、重
要
で
あ
ろ
う
。
も
う
一
方
の
立
山
の
「
布
橋
大
灌
頂
」

儀
礼
（
後
述
）
は
、
次
に
ふ
れ
る
絵
画
史
料
の
「
立
山
曼
荼
羅
」
の
諸
本

）
49
（

に
見
え

て
い
る
。
し
か
も
立
山
曼
荼
羅
に
見
え
る
布
橋
に
、
白
い
布
を
敷
い
て
い
る
の

が
注
意
さ
れ
る
（
写
真
資
料
2
）
。
こ
れ
が
「
二
河
白
道
」
（
『
観
経
四
帖
疏
』
）
の
白

道
に
な
ぞ
ら
え
た
と
い
わ
れ
る
。
し
か
も
「
二
河
白
道
」
の
「
実
践
と
し
て
の

演
出
が
、
こ
の
迎
講
で
あ
っ
た

）
50
（

」
と
推
定
さ
れ
る
の
は
、
重
要
な
理
解
と
注
意

（写真資料 2）　
『立山曼荼羅』大仙坊 A本（大仙坊蔵）

白い布
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し
た
い
。

当
麻
寺
の
迎
講

　

さ
ら
に
第
一
章
で
ふ
れ
た
大
和
の
当
麻
寺
も
、
二
上
山
の
山
岳
信
仰
か
ら
出
発
し
た
修
験
道
寺
院
で
あ
る

）
51
（

。
そ
れ
は
同
寺
が
、
後
世
、

修
験
道
の
開
祖
と
さ
れ
る
役
行
者
の
「
開
創
伝
説
」
を
も
っ
て
い
る
か
ら
で
、
こ
の
よ
う
な
修
験
道
伝
承
か
ら
も
当
麻
寺
の
迎
講
は
、
も

と
も
と
二
上
山
修
験
道
の
宗
教
行
事
で
あ
っ
た
と
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
浄
土
教
の
迎
講
の
「
祖
型
」
で
あ
る
宗
教
儀
礼

に
つ
い
て
、
そ
の
時
期
は
平
安
中
期
こ
ろ
か
ら
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
二
月
か
ら
同
三
十
五
年
十
月
ま
で
本
堂

＝
当
麻
曼
荼
羅
堂
の
解
体
修
理
が
お
こ
な
わ
れ
、
そ
の
と
き
同
寺
の
本
堂
屋
根
裏
か
ら
発
見
さ
れ
た
「
板
絵
」
（
五
枚
）
、「
板
光
背
」
、「
台
座
」

な
ど
の
存
在

）
52
（

（
写
真
資
料
3
）
か
ら
推
測
さ
れ
る
。
と
く
に
「
台
座
」
の
製
作
年
代
に
注
目
す
る
と
、
「
板
光
背
」
と
一
致
す
る
と
さ
れ
。
平

安
時
代
中
期
こ
ろ
と
推
測
さ
れ
て
い
る

）
53
（

。
こ
れ
は
こ
の
宗
教
儀
礼
に
参
加
す
る
入
行
者
（
信
仰
者
）
が
、曼
荼
羅
堂
に
入
っ
て
蓮
台
座
に
上
り
、

光
背
を
立
て
て
も
ら
う
と
、
「
成
仏
ま
た
は
往
生
し
た
こ
と
」
に
な
る
と
い
う
「
浄
土
信
仰
化
＝
「
浄
土
入
り
」
の
儀
礼
」
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
犯
し
た
罪
が

滅
び
る
滅
罪
信
仰
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
曼

荼
羅
堂
か
ら
出
る
と
、
「
生
ま
れ
清
ま
り
」
の
再
生

が
で
き
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
擬
死
再
生
儀
礼
の

修
験
道
的
庶
民
信
仰
で
あ
っ
た
だ
ろ
う

）
54
（

。

　

そ
の
意
味
で
、
当
麻
寺
の
本
堂
屋
根
裏
か
ら
発

見
さ
れ
た
「
板
絵
」
そ
の
他
の
仏
教
民
俗
資
料
は

大
変
重
要
な
資
料
と
い
え
よ
う
が
、
こ
の
宗
教
儀

（写真資料 3）　
板光背　重文（藤原時代）

「当麻寺のパンフレット」より
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礼
が
当
麻
寺
で
は
、
鎌
倉
時
代
に
「
中
将
姫
の
擬
死
再
生
儀
礼
」
に
変
化
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
貴
重
な
発
見
物
の
検
討
に
よ
っ
て
、
よ
り
古
い
迎
講
の
形
態
が
当
麻
寺
に
も
あ
っ
た
こ
と
は
注
意
し
て
よ
か
ろ
う
。
し
か
も

こ
の
事
例
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
「
現
世
と
他
界
（
地
獄
ま
た
は
極
楽
）
の
間
を
往
来
す
る
往
還
・
観
相
の
擬
死
再
生
儀
礼
」
が
お
こ
な
わ
れ

た
）
55
（

が
、
こ
れ
を
「
修
験
道
的
浄
土
信
仰
」
と
す
る
と
、
鎌
倉
時
代
以
降
に
、
当
麻
寺
で
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
迎
講
は
、
「
の
ち
に
浄
土
教
が

加
わ
っ
た
儀
礼
」
と
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
意
味
で
当
麻
寺
か
ら
発
見
さ
れ
た
「
板
絵
」
そ
の
他
の
文
化
財
資
料
で
お
こ
な

わ
れ
た
迎
講
儀
礼
を
、
「
浄
土
教
の
迎
講
の
「
祖
型
」
で
あ
る
宗
教
儀
礼
」
と
把
握
し
て
よ
い
と
思
う
。

立
山
の
「
布
橋
大
灌
頂
儀
礼
」

　

最
後
に
、
こ
の
問
題
を
立
山
の
「
布
橋
大
灌
頂
儀
礼
」
か
ら
も
検
討
し
て
み
た
い
。
立
山
の
「
布
橋
大
灌
頂
儀
礼
」
は
、
五
来
重
氏
に

よ
れ
ば
、
立
山
修
験
＝
「
芦
峅
寺
修
験
の
お
こ
な
う
最
大
の
行
事
で
あ
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る

）
56
（

。
同
氏
の
推
論
は
も
ち
ろ
ん
、
芦
峅
寺

の
一
山
文
書
と
仏
教
民
俗
伝
承
を
検
討
し
て
明
ら
か
に
な
る
が
、
「
布
橋
大
灌
頂
儀
礼
」
を
「
最
大
の
行
事
」
と
い
っ
た
の
は
、
次
の
理
由

か
ら
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
す
な
わ
ち
「
布
橋
大
灌
頂
儀
礼
」
が
① 

「
芦
峅
寺
修
験
の
経
済
力
を
あ
ら
わ
す
主
要
な
財
源
で
あ
っ
た
」
こ
と
、

そ
の
た
め
に
② 

「
布
橋
大
灌
頂
儀
礼
に
入
行
す
べ
き
こ
と
を
勧
め
」
た
り
、「
布
橋
の
布
を
寄
進
さ
せ
た
」
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
③
に
は
「
寄

進
さ
れ
た
布
を
裁
断
」
し
て
、
芦
峅
寺
の
修
験
が
諸
国
の
「
旦
那
廻
り
」
を
し
た
と
き
、
こ
の
布
を
「
信
者
に
手
渡
す
」
こ
と
ま
で
お
こ

な
わ
れ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
は
④
唱
導
勧
進
の
た
め
に
、
『
立
山
曼
荼
羅
』
を
絵
解
・
唱
導
し
て
、
「
地
獄
救
済
の
功
徳
」
を
語
っ
た
と
指

摘
し
て
い
る

）
57
（

。

　

ま
た
先
に
ふ
れ
た
「
中
宮
の
一
橋
」
に
つ
い
て
は
、
長
寛
元
年
（
一
一
六
三
）
の
成
立
と
さ
れ
る
『
白
山
記
』
（
『
白
山
比
咩
神
社
文
献
集
』
所

収
）
に
、

　
　
　

荒
御
前
中
宮
下
有
橋
、
名
一
橋
、
不
立
候
、
其
岸
高
未
計
何
十
丈
渡
之
無
余
念
、
敢
不
横
目
、
偏
念
権
現
渡
之
、
…
…
。
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と
見
え
て
い
た
が
、
お
そ
ら
く
こ
の
橋
を
渡
る
「
布
橋
の
行
事
」
が
「
古
代
・
中
世
に
は
実
践
さ
れ
た
」
と
い
わ
れ
る

）
58
（

。
も
ち
ろ
ん
今
日

は
、
こ
の
橋
の
存
在
と
民
俗
伝
承
が
見
当
た
ら
な
い
こ
と
は
、
先
に
述
べ
た
の
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
「
中
宮
の
一
橋
」
が
、
笥
笠
中
宮
寺

の
主
な
建
物
で
あ
る
「
神
殿
」
（
白
山
中
宮
）
と
、
神
殿
の
次
に
見
え
る
「
彼
岸
所
」
で
あ
っ
た
と
推
論
さ
れ
る
の
は

）
59
（

、
よ
り
古
い
迎
講
の
重

要
な
伝
承
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ
る
。

「
立
山
曼
荼
羅
」
と
諸
問
題

　

さ
ら
に
立
山
の
「
布
橋
大
灌
頂
」
儀
礼
に
つ
い
て
は
、
絵
画
史
料
の
「
立
山
曼
荼
羅
」
の
諸
本
に
見
え
て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
ふ
れ

た
が
、
現
在
「
立
山
曼
荼
羅
」
の
中
で
も
っ
と
も
古
い
と
さ
れ
る
の
は
、
富
山
市
来
迎
寺
本
（
紙
本
四
幅
）
で
あ
る
と
い
う

）
60
（

。
同
曼
荼
羅
の

成
立
は
中
世
末
期
と
さ
れ
る
が
、
同
本
に
「
姥
堂
」
（
三
体
）
の
外
に
赤
鬼
が
一
匹
見
え
て
い
る
。
こ
の
赤
鬼
は
「
い
ま
ま
さ
に
亡
者
を
食

べ
よ
う
と
す
る
図
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
実
際
に
鬼
が
出
る
」
の
で
は
な
く
、
入
行
者
が
「
姥
堂
内
の
浄
土
入
り
の
説
法
の
と
き
に
語

ら
れ
た
」
と
指
摘
す
る

）
61
（

の
は
、五
来
氏
の
鋭
い
洞
察
力
と
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
先
の
『
白
山
記
』
に
「
芦
峅
寺
一
里
、有
姥
堂
。
（
中
略
）

景
雲
元
年
八
月
彼
岸
中
日
為
葬
礼
方
式
至
今
状
」
と
あ
り
、
こ
の
姥
尊
は
「
地
獄
の
入
口
の
奪
衣
婆
」
の
意
味
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
れ

を
彼
岸
の
中
日
に
お
こ
な
う
と
い
う
の
は
、「
布
橋
の
彼
岸
」
を
意
味
し
、「
布
橋
の
手
前
（
此
岸
）
を
娑
婆
と
し
、
布
橋
の
向
こ
う
を
彼
岸
」

と
す
る
理
解
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
地
獄
ま
た
は
浄
土
」
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
解
さ
れ
る
。

　

こ
う
し
て
立
山
の
修
験
行
事
の
宗
教
的
意
味
も
「
擬
死
再
生
儀
礼
」
（
生
ま
れ
清
ま
り
の
意
）
で
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
。
な
お
浄
土
教
の

迎
講
儀
礼
お
い
て
、
娑
婆
堂
か
ら
浄
土
堂
ま
た
は
阿
弥
陀
堂
に
橋
を
架
す
る
の
は
、
今
日
で
も
多
く
の
二
十
五
菩
薩
練
供
養
に
見
ら
れ
る

が
、
野
外
の
早
い
迎
講
に
つ
い
て
は
、
土
御
門
左
大
臣
源
俊
房
の
日
記
『
水
左
記

）
62
（

』
に
見
え
て
い
る
。
同
日
記
の
承
暦
四
年
（
一
〇
八
〇
）

十
月
八
日
条
に
、
「
今
日
於
清
水
寺
橋
加
原
有
迎
講
事
住
醍
醐
山
聖
人
行
之
云
　々

予
為
結
縁
参
向
即
帰
了
」
と
あ
る
。
こ
れ
が
京
都
の
清

水
寺
の
橋
、
す
な
わ
ち
鴨
河
の
五
条
大
橋
で
あ
り
、
五
条
大
橋
を
渡
る
宗
教
儀
礼
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
し
て
同
日
記
の
著
者
源
俊
房
は
、
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こ
の
迎
講
に
「
結
縁
」
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
れ
は
東
山
の
「
清
水
寺
」
、
あ
る
い
は
「
鳥
辺
野
」
の
方
角
を
「
浄
土
（
又
は
地
獄
）
」

と
し
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る

）
63
（

。
ま
た
迎
講
の
例
は
、
鎌
倉
中
期
こ
ろ
の
『
平
戸
記

）
64
（

』
仁
治
三
年
（
一
二
四
二
）
九
月
二
十
九
日
条
に
も
、

先
西
方
菩
薩
出
自
鎮
守
社
鳥
居　

渡
池
上
黒
木
橋　

到
中
嶋
之
後
、　

歩
行
、
到
小
橋
間
、
今
三
方
菩
薩
次
第　

出
、
如
去
年　

此

儀
念
仏
衆
行
也
（
後
略
）

と
見
え
て
い
る
。
こ
の
迎
講
も
、
何
度
か
指
摘
し
て
き
た
民
俗
宗
教
と
し
て
の
擬
死
再
生
儀
礼
の
意
味
で
あ
る
が
、
念
仏
衆
が
迎
講
の
儀

礼
を
お
こ
な
っ
て
い
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
擬
死
再
生
儀
礼
も
、
右
の
『
白
山
記
』
で
述
べ
た
よ
う
に
、
本
来
は
四
季

の
入
峯
修
行
に
野
外
で
実
施
さ
れ
る
の
が
、
修
験
道
の
宗
教
儀
礼
と
し
て
の
迎
講
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
お
わ
り
に

　

本
稿
は
、
浄
土
教
の
迎
講
の
一
例
を
丹
後
地
域
の
諸
寺
院
で
述
べ
よ
う
と
し
た
が
、
た
し
か
な
史
資
料
が
な
く
、
今
後
の
課
題
と
し
て

残
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
山
岳
宗
教
史
・
修
験
道
史
研
究
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
浄
土
教
の
「
迎
講
」
の
「
祖
型
」
と
い
う
問
題
が
あ
り
、

そ
れ
を
北
陸
の
霊
山
で
あ
る
白
山
で
実
践
さ
れ
た
「
白し

ら

山や
ま

行
事
」
（
浄
土
入
り
）
が
、
近
国
の
山
岳
霊
場
で
あ
る
立
山
と
奥
三
河
の
山
村
集
落

に
移
行
さ
れ
た
こ
と
が
、
史
資
料
か
ら
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
前
者
は
「
布
橋
大
灌
頂
」
儀
礼
と
し
て
「
白
山
行
事
」
が
実
施
さ
れ
、

後
者
も
「
花
祭
」
行
事
に
お
け
る
「
白
山
行
事
」
が
、
「
仮
屋
」
の
中
で
宗
教
儀
礼
と
し
て
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
指
摘
は
、

い
ず
れ
も
先
行
研
究
に
依
存
し
た
面
が
大
き
い
が
、
宗
教
史
的
に
い
え
ば
、
修
験
道
行
事
と
し
て
の
「
擬
死
再
生
儀
礼
」
で
あ
っ
た
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
白
山
の
「
山
岳
信
仰
」
が
浄
土
教
の
迎
講
の
発
生
基
盤
に
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
「
布
橋
大
灌
頂
」
儀
礼
と
「
白
山

行
事
」
が
成
立
・
展
開
し
た
結
果
で
あ
る
。
本
来
は
、
「
白
山
行
事
」
（
「
浄
土
入
り
」
）
の
実
践
行
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
時
代
の
推
移
に

よ
っ
て
宗
教
儀
礼
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
白
山
や
立
山
を
参
詣
し
た
地
域
民
衆
の
男
女
や
、
奥
三
河
の
山
村
集
落
の
人
び
と
（
古
老
）
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が
こ
の
「
擬
死
再
生
」
の
宗
教
儀
礼
を
受
け
入
れ
た
の
は
、
現
当
二
世
の
「
生
ま
れ
変
わ
り
」
の
擬
死
再
生
儀
礼
で
あ
り
、
庶
民
信
仰
と

し
て
の
浄
土
信
仰
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
修
験
道
の
擬
死
再
生
信
仰
が
、
そ
の
の
ち
時
代
の
推
移
で
実
践
か
ら
儀
礼
に
移
行
す
る
な
か
で
、
迎
講
行
事
に
参
加
し
、
修

験
道
的
浄
土
信
仰
に
結
縁
し
た
地
域
の
民
衆
は
、
山
岳
宗
教
・
修
験
道
が
「
心
」
の
な
か
に
深
く
は
い
り
こ
ん
で
い
た
と
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
も
っ
と
も
残
さ
れ
た
問
題
も
多
い
の
で
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
こ
と
を
報
告
し
て
筆
を
置
く
こ
と
に
し
た
い
。

参
考
文
献

（
1
） 

た
と
え
ば
小
嶋
博
巳
「
遍
路
と
巡
礼
」
『
四
国
遍
路
と
世
界
の
巡
礼
』
所
収
、
法
藏
館
、
二
〇
〇
七
年
と
、
同
所
収
の
四
国
遍
路
関
係
論
文
、
参
照
。

頼
富
本
宏
『
四
国
遍
路
と
は
な
に
か
』
角
川
選
書
四
五
四
、
株
式
会
社
角
川
学
芸
出
版
、
平
成
二
十
一
年
。
胡　

光
「
山
岳
信
仰
と
四
国
遍
路
」
『
四

国
遍
路
と
山
岳
信
仰
』
所
収
、
四
国
地
域
史
研
究
連
絡
協
議
会
、
岩
田
書
院
、
二
〇
一
四
年
、
そ
の
他
。

（
2
） 

豊
島
修
「
西
国
巡
礼
研
究
の
課
題
―
長
命
寺
の
新
発
見
史
料
と
の
関
わ
り
―
」
『
宗
教
民
俗
研
究
』
第
二
一
・
二
二
合
併
号
所
収
、
日
本
宗
教
民
俗
学
会
編
、

二
〇
一
三
年
。

（
3
） 

仏
教
民
俗
行
事
や
仏
教
民
俗
法
会
（
仏
教
講
）
の
用
語
と
課
題
に
つ
い
て
は
、
仏
教
年
中
行
事
そ
の
他
の
分
類
項
目
と
と
も
に
、
早
く
に
五
来
重
氏

が
「
仏
教
と
民
俗
」
の
論
文
『
日
本
民
俗
学
会
』
第
八
巻
所
収
、
一
九
五
九
年
で
、「
仏
教
民
俗
学
」
の
樹
立
を
提
示
し
た
研
究
対
象
に
見
え
て
い
る
。

そ
の
後
「
日
本
仏
教
民
俗
学
の
構
築
」
「
Ⅱ　

仏
教
民
俗
学
の
方
法
論
」
『
五
来
重
著
作
集
』
第
一
巻
所
収
参
照
、
法
藏
館
、
二
〇
〇
七
年
。
同
氏
の

仏
教
民
俗
学
研
究
の
分
類
と
研
究
成
果
に
つ
い
て
は
、
豊
島
修
「
五
来
重
先
生
と
仏
教
民
俗
学
研
究
」
『
宗
教
民
俗
学
研
究
』
第
五
号
、
一
九
九
五
年

に
報
告
し
た
の
が
早
い
。

（
4
） 

宮
津
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
集
、
宮
津
市
役
所
、
平
成
一
四
年
一
一
月
二
九
日
発
行
。
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（
5
） 「
観
音
霊
所
三
十
三
所
巡
礼
記
」
『
寺
門
高
僧
記
』
四
に
、
成
相
寺
が
第
十
五
番
、
松
尾
寺
が
第
十
六
番
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
早
い
一
例
で

あ
る
。
丹
後
の
『
観
音
信
仰
と
社
寺
参
詣　

丹
波
・
丹
後
』
京
都
府
立
丹
後
資
料
館
、
一
九
八
五
年
、
参
照
。

（
6
） 「
梁
塵
秘
抄　

閑
吟
集　

狂
言
歌
謡
」
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
42
所
収
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
。
植
木
朝
子
『
梁
塵
秘
抄
の
世
界
―
中
世
を

映
す
歌
謡
』
角
川
選
書
四
五
九
、
角
川
学
芸
出
版
、
平
成
二
十
一
年
。

（
7
） 

た
と
え
ば
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
期
の
勧
進
念
仏
は
、
す
べ
て
融
通
念
仏
で
あ
り
、
鎌
倉
初
期
の
大
勧
進
人
聖
人
で
あ
っ
た
俊
乗
坊
重
源
や
、
一
遍
に

代
表
さ
れ
る
念
仏
聖
も
融
通
念
仏
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
五
来
重
『
増
補
＝
高
野
聖
』
角
川
書
店
、
一
九
七
五
年
、
参
照
。

（
8
） 『
続
日
本
の
絵
巻
9
』
所
収
、
中
央
公
論
社
、
一
九
九
〇
年
。

（
9
） 『
丹
後
の
仏
教
文
化
』
京
都
府
立
丹
後
郷
土
資
料
館
、
一
九
八
〇
年
。
参
照
。
そ
の
ほ
か
『
天
ノ
橋
立
を
め
ぐ
る
宮
津
の
文
化
的
景
観
』
宮
津
市
教
育

委
員
会
編
集
、
平
成
二
十
三
年
。

（
10
） （
11
）
註
4
『
宮
津
市
史
』
「
歴
史
編
上
」
。

（
12
） 

五
来
重
「
布
橋
大
灌
頂
と
白
山
行
事
」
『
山
岳
宗
教
史
研
究
叢
書
』
第
十
巻
「
白
山
・
立
山
と
北
陸
修
験
道
」
所
収
、
昭
和
五
十
二
年
、
同
著
『
日
本

人
の
地
獄
と
極
楽
』
人
文
書
院
、
一
九
九
一
年
。
そ
の
の
ち
後
者
は
、
二
〇
一
三
年
五
月
に
吉
川
弘
文
館
か
ら
再
刊
さ
れ
た
。
そ
の
「
解
説
」
を
豊

島
修
が
担
当
し
て
い
る
。
な
お
五
来
氏
は
、
註
7
『
増
補
＝
高
野
聖
』
（
一
九
九
～
二
二
〇
頁
）
に
お
い
て
、
浄
土
教
の
迎
講
が
「
日
本
人
の
擬
死
再

生
儀
礼
を
た
く
み
に
儀
礼
化
し
た
」
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
同
氏
の
修
験
道
史
的
な
擬
死
再
生
（
「
生
ま
れ
清
ま
り
」
）
儀
礼
説
を
、
す
で
に
早
い
時

代
（
一
九
七
五
年
以
前
）
に
指
摘
し
て
い
る
の
は
注
目
さ
れ
る
。

（
13
） 

福
田
ア
ジ
オ
他
編
『
日
本
民
俗
大
辞
典　

下
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
の
刊
行
書
に
は
、
「
来
迎
会
」
の
項
目
を
坂
本
要
氏
が
執
筆
し
て
い
る
。

（
14
） 

特
別
展
『
極
楽
の
い
ざ
な
い
―
練
り
供
養
を
め
ぐ
る
美
術
―
』
龍
谷
大
学
龍
谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
二
〇
一
三
年
。
関
信
子
『
仏
像
歳
時
記
』
東
京
堂
出
版
、

二
〇
一
三
年
。

（
15
） 「
阿
弥
陀
信
仰
」
雄
山
閣
、
昭
和
五
十
九
年
。
な
お
同
編
に
は
須
田
勝
嶄
仁
「
当
麻
寺
の
迎
講
―
擬
死
再
生
儀
礼
か
ら
来
迎
会
儀
礼
へ
―
」
が
収
録
さ
れ
、

五
来
重
氏
の
論
稿
を
ふ
ま
え
た
新
し
い
研
究
に
な
っ
て
い
る
。
本
稿
は
、
五
来
氏
の
論
考
と
、
そ
の
後
に
刊
行
さ
れ
た
著
書
（
註
12
）
の
内
容
を
紹
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介
し
つ
つ
、
修
験
道
史
研
究
の
立
場
か
ら
、
史
資
料
を
確
認
し
て
若
干
推
論
し
て
い
る
。

（
16
） 
註
14
、
前
掲
書
参
照
。

（
17
） 
註
15
、
伊
藤
唯
真
「
第
四
編　

阿
弥
陀
信
仰
の
研
究
成
果
と
課
題
」
参
照
。

（
18
） 

早
川
孝
太
郎
『
花
祭
』
後
編
『
早
川
孝
太
郎
全
集
Ⅱ
』
所
収
、
参
照
。

（
19
） 

註
14
、
参
照
。

（
20
） 

高
橋
秀
栄
「
丹
後
先
徳
寛
印
と
迎
講
」
『
駒
澤
大
学
佛
教
学
部
論
集
第
三
十
四
集
』
所
収
、
平
成
十
五
年
。
な
お
高
橋
論
文
の
抜
刷
を
現
大
谷
寺
御
住

職
の
佐
々
木
耕
照
師
か
ら
提
供
を
受
け
た
。
記
し
て
お
礼
を
申
し
あ
げ
る
。

（
21
） 『
新
訂
増
補　

国
史
大
系
』
本
。

（
22
） 『
増
補
史
料
大
成
』
所
収
。

（
23
） 『
続
群
書
類
聚
』
伝
部
。

（
24
）
（
25
）
（
26
）
註
4
『
宮
津
市
史
』
史
料
編
第
一
巻
。

（
27
）
（
28
）
註
12
『
布
橋
大
灌
頂
儀
礼
と
白
山
行
事
』
と
同
『
日
本
人
の
地
獄
と
極
楽
』
参
照
。

（
29
） 

五
来
重
氏
の
日
本
仏
教
民
俗
学
・
日
本
宗
教
民
俗
学
研
究
の
調
査
・
研
究
の
集
大
成
は
、『
五
来
重
著
作
集
』
全
12
巻　

別
巻
1
（
法
藏
館
、
第
1
巻
は

二
〇
〇
八
年
か
ら
刊
行
）
に
納
め
ら
れ
て
い
る
。

（
30
） 

た
と
え
ば
後
者
は
『
往
生
伝　

法
華
験
記
』
『
日
本
思
想
大
系
』
七
所
収
、
岩
波
書
店
。

（
31
） 

た
と
え
ば
熊
野
那
智
山
の
奥
之
院
と
い
わ
れ
る
妙
法
山
阿
弥
陀
寺
に
は
、
今
日
で
も
亡
く
な
っ
て
す
ぐ
の
死
者
霊
が
、
同
寺
の
お
堂
へ
「
一
つ
鐘
」

を
撞
き
に
来
る
葬
墓
習
俗
が
あ
る
。
豊
島
修
『
熊
野
信
仰
の
世
界
―
そ
の
歴
史
と
文
化
―
』
慶
友
社
、
二
〇
一
三
年
。

（
32
） 

五
来
重
『
山
の
宗
教
―
修
験
道
講
義
』
角
川
選
書
二
二
三
、
平
成
三
年
。
豊
島
修
『
死
の
国
・
熊
野
―
日
本
人
の
聖
地
信
仰
』
講
談
社
現
代
新
書

一
一
〇
三
、
講
談
社
、
一
九
九
二
年
、
註
31
『
熊
野
信
仰
の
世
界
―
そ
の
歴
史
と
文
化
―
』
慶
友
社
、
二
〇
一
三
年
。
そ
の
他
。

（
33
）
（
34
）
（
35
）
註
12
、
五
来
重
前
掲
書
参
照
。
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（
36
）
（
37
）
（
38
）
註
12
、
五
来
重
前
掲
書
参
照
。

（
39
）
（
40
）
（
41
）
（
42
）
註
12
五
来
重
「
布
橋
大
灌
頂
儀
礼
と
白
山
行
事
」
参
照
。

（
43
） 
註
7
、
『
増
補
＝
高
野
聖
』
参
照
。

（
44
） 

豊
島
修
「
荘
厳
講
と
白
山
修
験
道
―
中
世
加
賀
馬
場
を
中
心
に
し
て
―
」
同
著
『
熊
野
信
仰
と
修
験
道
』
所
収
、
名
著
出
版
、
一
九
九
〇
年
。
同
論
文
の

初
出
は
、
北
西
博
先
生
還
暦
記
念
会
編
『
中
世
社
会
と
一
向
一
揆
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
五
年
。

（
45
）
（
46
）
（
47
）
註
43
、
前
掲
書
、
参
照
。

（
48
） 

註
12
、
前
掲
書
。
参
照
。

（
49
） 

註
12
、前
掲
書
。
筆
者
は
富
山
県
［
立
山
博
物
館
］
の
開
館
二
十
周
年
、特
別
企
画
展
『
総
覧　

立
山
曼
荼
羅
』
二
〇
一
一
年
六
月
発
行
を
参
照
し
た
。

本
図
録
は
同
館
学
芸
員
、
加
藤
基
樹
氏
か
ら
提
供
を
う
け
た
。
厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
る
。

（
50
） 

註
12
、
前
掲
書
。

（
51
） 

田
中
久
佐
夫
『
二
上
山
』
学
生
社
、
一
九
六
七
年
。

（
52
）
（
53
）
佐
和
隆
研
「
当
麻
寺
本
堂
新
発
見
の
板
絵
」
『
仏
教
芸
術
』
36
所
収
、
毎
日
新
聞
社
、
昭
和
三
十
三
年
。
浜
田
隆
「
付
録
一　

当
麻
寺
本
堂
屋

根
裏
発
見
の
板
絵
・
光
背
・
台
座
等
に
つ
い
て
」
『
国
宝
当
麻
寺
本
堂
修
理
工
事
報
告
書　

付
図
』
所
収
、
奈
良
県
教
育
委
員
会
事
務
局
文
化
財
保

存
課
、
昭
和
三
十
五
年
、
参
照
。

（
54
） 

こ
の
ほ
か
「
生
ま
れ
清
ま
り
」
の
擬
死
再
生
儀
礼
は
、
そ
の
形
態
こ
そ
異
な
る
が
多
く
の
事
例
が
あ
る
。
日
向
国
分
寺
（
宮
崎
県
西
都
市
三
宅
）
所

蔵
の
「
五
智
如
来
像
」
は
、
近
世
後
期
の
遊
行
僧
で
あ
る
木
喰
行
道
が
、
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
か
ら
同
六
年
（
一
七
九
四
）
に
か
け
て
制
作
し
た
仏

像
群
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
三
メ
ー
ト
ル
の
「
大
日
如
来
像
」
の
巨
像
だ
け
が
「
背
刳
り
」
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
空
洞
に
信
心
者
が
入
っ
て
「
大
日

如
来
像
と
一
体
化
」
す
る
信
仰
習
俗
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
宗
教
儀
礼
に
よ
っ
て
信
心
者
の
「
罪
業
が
消
滅
」
し
、
「
再
生
す
る
」
擬
死
再

生
儀
礼
の
信
仰
と
同
じ
で
あ
る
。
豊
島
修
「
堂
め
ぐ
り
と
神
憑
け
―
美
作
の
ヤ
セ
ゴ
セ
に
つ
い
て
―
」『
熊
野
信
仰
と
修
験
道
』
名
著
出
版
、一
九
九
〇
年
。

初
出
は
『
大
谷
学
報
』
第
六
二
巻
第
二
号
、
一
九
八
二
年
。



丹
後
地
域
の
「
迎
講
」
伝
承
と
、
そ
の
「
祖
型
」
の
宗
教
儀
礼

39

（
54
） 

註
12
、
前
掲
書
、
参
照
。

（
55
）
（
56
）
註
12
、
43
前
掲
書
、
参
照
。

（
57
） 
註
12
、
前
掲
書
、
参
照
。

（
58
）
（
59
）
註
43
、
前
掲
書
参
照
。

（
60
）
（
61
）
註
12
、
43
前
掲
書
。

（
62
） 『
史
料
大
成
』
五
所
収
。

（
63
） 

註
12
、
43
前
掲
書
。

（
64
） 『
増
補
史
料
大
成
』
三
二
所
収
。

 

（
本
学
教
授
）


